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＜新発田市立川東中学校＞
　

ふるさと新潟防災教育　自校化プラン

学 校・ 児 童 生
徒・ 地 域 等 の
実態
※地域の優先
ハザード

・二王子岳の麓に位置する平地に校区が広がっている。また、加治川と姫田川に
　挟まれる地形にあるため、局地的な大雨や豪雨が発生した場合に、河川氾濫や
　土石流による被害も警戒される。
・実際に令和元年１０月の台風１９号接近の際には、川東コミュニティセンター
　が自主避難所として開設された経緯もある。

保護者・地域・
教職員等の願
い

・災害時における危険を認識し、日常的な備えとともに状況に応じて的確な判断
　をして、自らの安全確保をするための行動ができるたくましさを身につけてほ
　しい。
・災害発生時や事後において、命の大切さや相手を思い、進んで他の人々や地域
　のために役立とうとする心が育ってほしい。
・自然災害発生のメカニズム、地域の災害の歴史、地域の自然環境、災害や防災
　についての予測や想像力などの基礎的基本的事項を理解できるようになってほ
　しい。

防災教育にお
いて目指す児
童生徒像

・自分の命を自分で守る力を身につけていく生徒。
・被災地での現実を他人事とせず、自分事として想像できる生徒。
・常に何をすべきか冷静に考えられる判断力、思考力を身につけた生徒。
・積極的に社会や周囲とかかわろうとする社会性を身につけた生徒。

補助交付期間
に実施した主
な取組

非常災害時に、自他の安全のため適正な判断をもって秩序を守り、冷静沈着かつ
敏速に行動できる能力を養う。
① 第１回避難訓練（校舎内で火災が発生したことを想定した避難訓練）
② 救急法研修会（全校生徒に対する心肺蘇生法とＡＥＤの使用方法の習得）
③ 第２回避難訓練（不審者対応を想定した避難訓練）
④ 防災教室（避難所生活を体験することから考えよう）
⑤ 第３回避難訓練（地震発生及び津波発生を想定した避難訓練）

自校プランの
内容

・年２回以上の避難訓練の実施（火災・地震津波・不審者）
・外部講師を招いた「防災教室」の実施（救急法・避難所）
・自分の命を守るための行動と、他の人のために役立つ行動を取る中学生になる
　ための指導

自校プランを
継続するため
の方策

１ 災害に対する理解
　 自然災害のメカニズム、災害時の危険、地域の自然環境・災害の要因、県内・
地元の過去の災害の歴史、想定外に目を向けられる学習
２ 災害対応能力の育成
　 迅速・的確な避難行動について、日常の備えについて、応急措置の方法、施設
 設備の点検・搬出・消化の確認
３ 災害時の人としてのあり方
　 生命の大切さ、思いやり、やさしさの大切さ、心の健康について、ボランティ
 ア活動への意欲・参加
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第 １ 学 年 第 ２ 学 年 第 ３ 学 年

　 防 災 教 室　 第 １ 回　 （ 救 急 法 ）

　 防 災 教 室　 第 ２ 回　 （ 避 難 所 ）

　 第 １ 回　 避 難 訓 練　 （ 火 災 ）

　 第 ２ 回　 避 難 訓 練　 （ 不 審 者 ）

　 第 ３ 回　 避 難 訓 練　 （ 地 震 津 波 ）
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（１）事業名
「川東中学校防災教室」
①救急法講習（6 月 7 日）　②避難所生活を知ろう（10 月 30 日）

（２）実践報告

実践内容及び
児童生徒の様
子

１ 非常時に人命救助の手助けができる中学生になろうという意識がもてた。
　 （心肺蘇生法とＡＥＤの使用法を実際に体験することから学ぶ）
２ 身近で避難所が開設され、避難を余儀なくされた時の判断や行動を考えること
ができた。
　 （どんな心理状態に陥るのか、どんなトラブルが想定されるか、川東中学校には
　どんな備蓄品があって、何を常備しておけばいいか）
３ 他人事としてではなく、自分事として捉えて考えることができた。
　 （自分は何ができるか、どう行動したらいいか）

成果と今後の
課題

１ 成果
　 話し合い活動や体験活動を通して、具体的にどうすれば良いのかを理解するこ
とができた。生徒の意識が高まった。
２ 今後の課題
　 毎年継続して指導をしていくことが望ましい。外部講師を招聘できる予算の確
保や、備蓄品の使用等に関する行政の理解が必要。

実践の様子

実践報告書

救急法講習の様子

避難所生活の体験指導の様子
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＜新発田市立猿橋中学校＞
　

ふるさと新潟防災教育　自校化プラン

学 校・ 児 童 生
徒・ 地 域 等 の
実態
※地域の優先
ハザード

　校区内は新々バイパス、南バイパスなど市外周辺からの交通の便が良く、大型
店舗や娯楽施設が形成されている。これに伴い、年々人口が増え続け、新たな宅
地造成及び家屋の建築も急速に進んでいる。一方で旧来の住宅街は密集しており、
火災や家屋の倒壊等により、災害救助に時間がかかることが予想される。

保護者・地域・
教職員等の願
い

　保護者は教育的関心が高く、学校に対する期待や要求も大きい。保護者・地
域・教職員から組織される「猿橋中学校区すこやかな子どもを育てる会」を結成
し、学校の教育活動に協力的である。
　有事の際は、生徒の安全確保を最優先とするが、状況によっては避難時要支援
者のサポートも中学生には期待されている。

防災教育にお
いて目指す児
童生徒像

・事故災害の要因について理解を深め、安全に行動できる。
・災害発生時は規律ある行動をとり、避難することができる。
・災害発生時は相手を思いやり、他の人々や地域のための安全確保や支援をする
　ことができる。

補助交付期間
に実施した主
な取組

１ 第 1 回避難訓練：5 月 14 日　地震発生を想定（消防署職員から講話）
２ 第 2 回避難訓練：11 月 8 日　火災発生を想定
３ 防災教室の実施：11 月 8 日　1 時間実施（ＮＰＯ法人ふるさと未来創造堂を招聘）
４ 1 学年防災教育：11 月下旬　3 時間「避難所と避難者について考える」

自校プランの
内容

１ 外部講師による「防災教育」の実施
２ 年間2回の避難訓練の実施
３ 新潟県防災教育プログラムの実施

自校プランを
継続するため
の方策

１ 新潟県防災教育プログラムを計画的に実施する。
２ 外部講師を継続的に招聘するための予算を確保する。
３ 避難訓練後、消防署職員から講話をいただく。
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第 １ 学 年 第 ２ 学 年 第 ３ 学 年

　 第 １ 回　 避 難 訓 練

　 第 ２ 回　 避 難 訓 練　 防 災 教 室

　 新 潟 県 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム
　 防 災 学 習 　 防 災 学 習　 防 災 学 習
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（１）事業名 防災教室

（２）実践報告

実践内容及び
児童生徒の様
子

１ 火災想定の避難訓練を行った。
２ 火災の被害や発生について動画をもとにワークシートに記入した。
３ 煙体験を行い、煙が充満した場所での避難方法を体験した。

成果と今後の
課題

１ 成果：
　 動画や体験活動によって火災の怖さを知ることができた。また、講話から火災
時の自身の行動を考え直すことができた。

２ 今後の課題：
　 継続的に講師を招聘できる予算の確保。また、火災だけでなく、地震や津波な
ど 3 年間を見通して異なる学習を計画的に取り組む。

実践の様子

実践報告書

防災教室　（煙体験での様子：左）　（講師からの講話：右）

授業「非常持ち出し袋の中身を考えよう」
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＜新発田市立紫雲寺中学校＞
　

ふるさと新潟防災教育　自校化プラン

学 校・ 児 童 生
徒・ 地 域 等 の
実態
※地域の優先
ハザード

・学区に海岸があり、ハザードマップでは地震の際の津波の浸水が想定されてい
　る地区がある。
・加治川が増水した場合、学区の半分くらいの地域は浸水被害を受けやすいエリ
　アでもある。
・津波が起きた場合、中学校が避難所となる。
・毎年、中学校、隣接の小学校、保育園で合同の避難訓練を実施している。

保護者・地域・
教職員等の願
い

・災害が発生した場合、安全に配慮しながら「生命第一」で適切に判断して行動
　してほしい。
・「自分の命は自分で守る」という姿勢を身に付けてほしい。
・日頃から、災害が発生しても落ち着いて行動できるように、避難訓練には真剣
　に取り組んでほしい。

防災教育にお
いて目指す児
童生徒像

・災害時に、危険を自ら察知し、冷静かつ迅速に適切に判断し、一人でも避難行
　動ができる。
・自然災害発生のメカニズムや災害発生時の対応の仕方など基本的なことを理解
　している。
・生命尊重を第一に考え、進んで他の人や地域の安全確保に役に立つことができ
　る。

補助交付期間
に実施した主
な取組

・保小中合同避難訓練（地震・津波）【６月】
・避難訓練（地震・津波）【１１月】　　
・防災学習講座　【１１月】
・ＡＥＤ講習会（保健体育）【１２月】

自校プランの
内容

・保小中合同避難訓練（地震・津波）【６月】
・避難訓練（地震・津波）【１１月】　　
・応急処置の仕方（保健体育）【１１月】
・ＡＥＤ講習会（保健体育）【１２月】
・自然災害に関する学習（理科）【２学期】

自校プランを
継続するため
の方策

・新潟県防災教育プログラムの中で、教育計画に反映させることができるものが
　ないか検討し、可能なものから実施していく。
・防災に関する講演会に代わる内容を、全校朝会の講話で実施する。
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第 １ 学 年 第 ２ 学 年 第 ３ 学 年

　 保 小 中 合 同 避 難 訓 練 （ 地 震 ・ 津 波 ）

　 避 難 訓 練 （ 地 震 ・ 津 波 ）　　 防 災 学 習 講 座

　 応 急 処 置 の 仕 方

　 （ 保 健 体 育 ）

　 台 風 ・ 大 雨 に よ る

　 災 害 （ 理 科 ）

　 Ａ Ｅ Ｄ 講 習 会

　 （ 保 健 体 育 ）

　 原 子 力 発 電 に よ る

　 災 害 （ 理 科 ）

　 地 震 ・ 津 波 ・ 火 山

　 に よ る 災 害 （ 理 科 ）
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（１）事業名 避難訓練並びに学習講座の受講

（２）実践報告

実践内容及び
児童生徒の様
子

１ 生徒への予告なしの避難訓練の実施
 　・落ち着いて行動できた生徒が多かった。
 　・実際に避難する際の問題点を把握できた。
２ ふるさと未来創造堂による防災講座の聴講
 　・災害発生時の人間の行動の特徴を理解することができた。
 　・話し合い活動に積極的に参加し、お互いの意見を交換することができた。

成果と今後の
課題

・ハザードマップ上では安全だと思われている場所でも、多くの人の命が奪われ
　ていることから、「一人一人が正しく判断し行動することが命を守ることにつ
　ながる」と理解できた。
・学校での避難だけでなく、自宅にいるときや登下校時に災害が起きたときのこ
　とも想定し、正しく判断してできるように準備できるとよい。

実践の様子

実践報告書

講師からの問いかけ 各自の考えを持ち寄っての話し合い

考えていることを発表 ハザードマップの外で多くの方が
亡くなっているのはなぜ？
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＜新発田市立豊浦中学校＞
　

ふるさと新潟防災教育　自校化プラン

学 校・ 児 童 生
徒・ 地 域 等 の
実態
※地域の優先
ハザード

・当校の校舎は、平成18、19年に耐震大規模改修工事を行い、崩壊・倒壊の危険
　は少ないものと想定している。
・月岡断層の近くに位置し、1995年の新潟県北部地震（M6.0）では給食室が地盤
　沈下をする等の被害を受けた。
・福島潟の近くの天王地区、太田川がある荒橋小学校区では、豪雨による下水氾
　濫や水害の恐れもある。
・地震や水害等が発生した場合、学区を縦貫する国道460号線を始め、県道、市
　道などが寸断され、ライフラインも壊滅状態になる恐れがある。また、住宅の
　倒壊や丘陵地の落石等、相当の混乱が予想される。

保護者・地域・
教職員等の願
い

・災害から生命を守るための必要な能力や資質の向上を図ってほしい。
・人間としての在り方・生き方を考え、生命を尊重する心を育成するとともに、
　他者に対する思いやりや助け合いの心、ボランティア精神等を養ってほしい。

防災教育にお
いて目指す児
童生徒像

・災害時に状況を的確に判断し、安全に避難する能力を身に付ける（自助）。
・優しさや思いやりの心を持ちながらボランティア等の活動に積極的に関わろう
　とする態度を養う（共助）。
・災害時における学校が果たす役割について理解し、地域の防災体制を理解でき
　る（公助）。

補助交付期間
に実施した主
な取組

・第１回避難訓練及び消防署員による講話（６月）
・全校一斉「新潟県防災教育プログラム」の実施（６月）
・第２回避難訓練及び地震に関わるＤＶＤの視聴（11月）
・１、２年生避難所運営ゲーム「ＨＵＧ」（11月）
・３年生現地（長岡震災アーカイブセンターきおくみらい）防災学習（11月）
・全校一斉「新潟県防災教育プログラム」の実施（２月予定）
・非常食試食体験（２月予定）

自校プランの
内容

・年２回の避難訓練及び新潟県防災教育プログラムの実施
・外部講師による防災教育（体験や講話等）の実施
・現地研修の実施

自校プランを
継続するため
の方策

・防災教育に関わる活動を年間行事計画に位置づける。
・防災関係機関との連携を通じた防災教育の推進を図る。
・防災教育に係る予算を確保する。
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第 １ 学 年 第 ２ 学 年 第 ３ 学 年

　 第 １ 回　 避 難 訓 練 （ 地 震 ・ 火 災 ） 及 び 消 防 署 員 講 話

　 県 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム に 基 づ く 全 校 授 業

　 第 ２ 回　 避 難 訓 練 （ 火 災 ） 及 び 震 災 に 関 わ る Ｄ Ｖ Ｄ 視 聴

　 県 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム に 基 づ く 全 校 授 業

　 非 常 食 試 食 体 験

　 避 難 所 運 営 ゲ ー ム （ Ｈ Ｕ Ｇ 体 験 ）

　 現 地 防 災 学 習

　 （ 長 岡 震 災 ア ー カ イ ブ

　 セ ン タ ー ）
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（１）事業名 防災教育推進事業

（２）実践報告

実践内容及び
児童生徒の様
子

・毎年通常行っている避難訓練に、消防署員の講話や災害に関わる DVD 視聴等
　を盛り込み、防災意識の高揚を図った。
・新潟県防災教育プログラムの確実な実施を図った。
・１，２年生は NPO 法人ふるさと未来創造堂による「避難所運営ゲーム（HUG）
　を体験し、避難所運営の難しさや地域を支える中学生としてどう行動すべきか
　を考える機会となった。
・３年生は防災現地学習として、長岡震災アーカイブセンター（きおくみらい）
　を訪問し、学びを行った。現地の被害の甚大さを感じるとともに、減災や復興
　に向けた自助・共助について深い学びを得た。

成果と今後の
課題

○各活動後における生徒の振り返りからも、防災に対する意識の高まりや災害時
　の行動について深く考えることができたことが伺えた。
●地域連携を考慮した防災活動への体制づくりや次年度以降も継続可能な自校の
　防災教育プログラムの修正が必要である。

実践の様子

実践報告書

１、２年生　避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）の様子

３年生防災現地学習（長岡震災アーカイブセンターでの学び）の様子
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